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妄1．試験区の構成
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1　は　　し　が　き

黒毛和種去勢牛の肥育におけるホールタロップサイレー

ジの利用性について検討し，サイレージ利用による肉用牛

の肥育技術を確立するため実施した。

2　材料及び方法

試験開始は昭和56年5月26日～58年1月17日までの601日

間，裏年は県内で生産された黒毛和種去勢牛を購入し，試験

開始約3か月前より予備飼育を実施した。開始月令は9．0～10．5

か月令で，体重は200～240毎平均24誹クであった。供試牛の

父は3頭であり，異母半兄弟を各区均等に配分した。

試験区の構成は表1に示したとおりである。トウモロコシホ

ールグロップサイレージの給与崖と給与期間を要因とする2元

配置の実験計画とし，飼料の栄養水準は，日本飼料標準の養

分量を1割増加して給与した。期待したl日当たりの増体星は，

前期800タ，中期700才，後期500㌢，とした。給与TDNlこ占め

るサイレージからの割合が50％の多量区，30％の少量区の2水

準とし，給与期間は，前，中，後期の3水準に設定した。給与飼料

は，トウモロコシサイレージのほかに粗飼料として稲わらを，め

厚飼料として市販配合飼料，大麦圧片，大豆泊をもちいた。給

与したサイレージの成分は，DCP16％，TDN19．1％であった。

なお，供式年は試験区ごと18〝′（5×3．6m）の年房に群

飼し，敷料はおがくずを用い，給水はウォーターカップで

自由に飲水させた。浪厚飼料，切断わらは同一給餌器で給

与し，給与迫と残食崖を秤量しその差を摂取塗とした。

秦2　養分摂取量

主脳　　　　　　 1 多　 量丘　 区 少　 延　 区事

＊＊前　 期　 区 1 区　 3 頭 Ⅳ区　 3 頭

中　 期　 区 Ⅱ区　 3 頭 V 区　 3 頗

全　 期　 区 Ⅲ区　 3 頭 Ⅵ区　 3 頭
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3　結果及び考察

（1）飼料摂取並びに養分摂取量

乾物（DM）摂取量では，前期，中掛乙は区間にあさらか

な差はみられず，前期で1，351毎～1，403毎の範囲にあり，中

期には1，320～1，399毎の範囲であった。しかし後期では明

かに摂取星に差が生じ，全期間給与の皿区，Ⅵ区が1，891吻

1，896毎と多く，次いで前期区のⅣ区が1．649吻同じくⅠ区

の1．548晦の噸とむり，途中で切換えた中期のⅡ区が，1，430枚

Ⅴ区が1，43招タと少ない摂取量となった。TDN摂取量でも

DMと同様，前，中期には区間の差は少ないが，中期では，

飼料の珪類及びその残念量との関連から全期間給与のⅢ区

961枚　Ⅳ区988毎が他区の1．000～1，027毎より少ない摂

取量であり，またサイレージからの摂取割合も，概ね試験

設計と同じ割合となった。しかし全期間給与の多量区のm

区でも少量のⅥ区でも期が進むにしたがって減少する傾向

がみられた。

区 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ V Ⅵ

項 目　　　　　　 垂 分 D M T D N D M T D N D M T D N D M T D N D M T D N D M T D N

頭

当
た
り

（廟

期

間

通

算

前　　 期 1，3 7 8 9 8 1 1．4 0 3 99 8 1 ．3 5 1 9 6 5 1，36 8 9 9 4 1 ．3 5 8 9 8 8 1，3 5 7 9 9 0

中　　 期 1，3 2 0 1，0 1 8 1，3 99 1．0 0 0 1，33 8 9 til 1．3 29 1．0 2 7 1．3 7 5 1，0 19 1．3 2 8 98 8

後　　 期 1，5 4 8 1，2 1 8 1．4 30 1．12 0 1，8 9 1 1．3 8 5 1，6 4 9 1．3 0 2 1．4 3 6 1，12 7 1，8 9 6 1．4 3 6

中 期 終 了 2．6 9 8 1，9 9 9 2 ．8 0 2 1，9 9 8 2 ．6 8 9 1．9 2 6 2 ．6 9 5 2 ．0 2 1 2，73 3 2 ．0 6 7 2，6 8 5 1．9 78

後 期 終 ア 4．2 4 6 3 ．2 1 7 4 ．2 3 2 3 ，1 19 4 ，5 8 0 3 ，3 11 4，3 4 4 3 ．3 2 3 4 ．16 9 3 ．13 4 4．5 8 1 3 ，4 1 4

サ の
皇室

か ロ
ら（‰

由

間

通

算

前　　 期 5 3 50 5 4 5 1 5 3 5 0 3 4 3 1 3 4 3 1 3 4 3 1

中　　 期 － － 5 3 4 8 5 2 4 7 － － 3 3 2 9 33 2 9

後　　 期 － － － － 48 4 3 － － － － 3 1 2 6

中 期 終 ア 2 7 2 5 5 4 5 0 5 3 4 8 1 7 15 3 3 3 0 33 3 0

後 期 終 了 17 1 5 3 6 3 2 5 1 4 6 1 1 9 2 2 19 3 2 2 8



－198－　　　　　　　　　　　　　　　東北農業研究　　第　33　号（1983）

（2）平均体重の推移

朋別，区間の平均体重の推移は図1に示したとおり．全

期のⅢ区．Ⅵ区が各々644吻　64的クと重く，中期の少量区

が582毎と最も軽く．DGでは前期のⅣ区が779才と期待値

800才を下回ったはかは，854才～941才と高い増体を示し，

また中期においても全区とも700才の期待値を上回る数値を

示したが，後期には各区とも500才の期待DGをわずかであっ

たが下回る結果となった。

0　　16　　32　　48　　64　　80　86過

図1　平均体重の推移

（3）飼料要求率

1吻増体に要したTDN量は表3に示したとおり，後期終

ア時点で全期多量区のⅢ区が81吻少量区84吻と共に良

い数値を示したが，後期で切替えた多量区のⅡ区，少量区

のⅤ区が8抽タ，9．0毎と多くの養分を必要とし．また朋が

進むにつれその傾向が強く示された。

表3　1毎増体に必要としたでDN虫

期閲 Ⅰ　　 Ⅱ　　　 Ⅲ　　　 Ⅵ　　　 Ⅴ　　　 Ⅳ

前　　 期 5．7 5．4 5．7 6．5 5．9 5．7

中　　 期 7．4 7．8 7．2 8 2 ＄ 0 8 0

後　　 期 1 7．9 2 1．5 1 2．7 13，0 22．0 13．3

中 期終 ア 6．5 6．4 6 ．4 7．3 6 ．8 6．6

後 期終 ア 8．5 8 6 8 1 8 8 9．0 8 4

（4）疾病の発生状況

疾病の発生は，Ⅰ区で中期の後半に急性鼓脹症の発生が

あったはかは，前中期に目立った集団疾病や，肥育牛に多

発すろ疾病の発生は認められないが，後期において尿石症

の軽度の症状がⅠ区1頭，Ⅴ区1頭，哉脹症がⅡ区2頭，

Ⅳ区1頭，Ⅴ区2頭にみられ，全期間給与給与のⅢ区，Ⅵ

区には発生はなかった。なお，尿石症の予防剤は全期に投

与した。と殺後の第1胃粘膜面及び泌尿器と肝を観察した

結果．ルーメンバラケラトージスは，全期区の軋　Ⅵ区に

はあきらかに他の区よりも発生が少なかった。また，泌尿

器では，膀胱内結石が各区で高年を占め，膀胱炎は皿，Ⅳ

区に各2題発生し，特に皿区の全盛には腎炎が認められ胆

管内結石により肝の廃棄処分を行なった。。

（5）枝肉成績

供試年は601日間の肥育を終了し，40時間の絶食後と殺し

たが，と殺前体重はⅠ区591擁，皿区595吋．皿区61招才，

Ⅳ区606枚V区563吻Ⅵ区618晦であり，冷と体での枝

肉歩留は，Ⅰ区62・7％、n区63．摘　m区65．1％Ⅳ区65．3％，

Ⅴ区62．5％，Ⅵ区64．3％であった。また，枝肉の評価は，

日本食肉格付協会に依頼し実施した結果，18頭のうち極上

2頭，上11乳　中5頭となり上物率は72．2％となった。極

上の2頭は，多量区，少量区のl区とⅣ区で，サイレージ

を全期間給与したm区，Ⅵ区はあきらかに責色味の強いも

のも観察されたが，格落ちの原因にはならなかった。

紬）考察

トウモロコシホールタロップサイレージの給与虫と期間

を要因とした2元配置の試験の結果

1）サイレージの給与量

サイレージ給与量の効果についてみると，DGでは有意

の差は認められず，また摂取TDN量でも期別で若干の差

があるものの全期を通じろと差は認められなかった。しか

しl吻増体に安するTDN摂取量で多量区が847玖　少量区

が87毎と多量区が少量区よりも優れた値を示し1％水準で

飼料効率に差が生じた。これは，トウモロコシホールクロップ

サイレージの肥育効果が優れていることを示しているとも

考えられる。

2）サイレージ給与鈍間

サイレージ給与時期の効果についてみると，DGでは後

期をのぞいて有意差はなかったが，全期間を通じると全期

区が680才と点も良く，次いで前期区628才，中期区592の

頓となり，特に後期では全期区が他区より有意に高い値を

示すとともにTDN摂取量および1吻増体に要したTDN量で

も全期区が地区より有意に優れた数値を示しているので，

サイレージ給与を肥育途中で切替えるよりも，全期間給与

することが，飼料効率を良くすろものと考えられる。この

ことはルーメンバラケラトージスの発生状況がこの原因の

一つを示していろものと推察される。すなわち全期区のル

ーメン粘膜の異常は地区に比較して，あきちかに軽度であ

り，濃厚飼料の多給によって促される肥育後期の飼料効率

・の低下，ルーメンの異常は，サイレージ給与によってあろ

程度軽減されろものと考えられる。

3）枝肉の評価と経済性

と穀に伴う各測定値については，試験区間に有意差はな

いのでサイレージの給与量，給与時期が，形質には大きな

影響を及ぼさないものと考えられる。特に枝肉の格付，ロ

ース芯への脂肪交雑，脂肪の質の問題も試験区の差が取引

上問題ときれなかったことは，枝肉評価の差は，本式厳で

とりあげた要因とは，強い関連がないと思われる。しかし

収益性を検討すると枝肉の重量と，飼料費が収益に影響し，

サイレージ全期間給与区が1日当所得で多量区229円，少

量区258円とともに高い収益性を示した。




